
 

 

（公社）建設荷役車両安全技術協会群馬県支部（支部長 柿田忠希）により 

「リスクアセスメントセミナー」が開催されました。 

 

建設荷役車両安全技術協会（以下「建荷協」という。）群馬県支部（支部長 柿

田忠希 前橋市南町 4-30-3 http://www.sacl-gunma.jp/branch/index.html）

は、県下の労働災害が大きく増加し、現在、全国的に見ても深刻な状況の県の

ひとつとなっていることから、平成 26 年 11 月 13 日午後 1 時 30 分から午後 5

時まで勢多会館（前橋市）において、「リスクアセスメントセミナー」を開催し、

43 事業場が参加しました。 

このセミナーにおいて、当局の健康安全課より「今こそ労働災害防止の徹底

を！」の表題で講演を行いました。 

また、建荷協本部（東京都千代田区神田神保町 3 丁目 7 番 1 号ニュー九段ビル

9 階）の佐々木洋介調査部長より「今なぜリスクアセスメントが必要か！」の特

別講演がありました。セミナー修了後のアンケート集計結果（下表参照）では、

「非常に価値があった」の評価が 55.0％を占め、「まあまあ良かった」を合計す

ると 95.0％との評価結果でした。 
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